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［ ₆ ］「ノイエ・ツァイト」誌における R. ヒルファディング－ 1－，『經濟學雑誌』（大阪市立大学）₆1 ⑸，1₉₆₉⊘11
［ ₇ ］原理論はいかにして「帝国主義論の方法」たりうるか：再び鈴木鴻一郎教授に，『経済学論集』（東京大学）₃₅ ⑷，
1₉₇0⊘ 1









［14］帝国主義論史における「社会化」論的系譜：降旗氏の所説をめぐって－ 1－，『經濟學雑誌』₇2 ⑵，1₉₇₅⊘ 2
［1₅］帝国主義論史における「社会化」論的系譜：降旗氏の所説をめぐって－ 2－，『經濟學雑誌』₇2 ⑶，1₉₇₅⊘ ₃




［1₉］「集積」と「集中」の用語法：「資本論」第 ₃ 巻（草稿および現行版）の検討資料－ 1 －，『經濟學雑誌』₇₉ ⑵，
1₉₇₈⊘11













［₃1］「アフター・マルクス」D. マクレラン著，重田，松岡，若森，小池訳，『經濟學雑誌』₈₈ ⑴，1₉₈₇⊘ ₅
［₃2］“Export pessimism in Inter-War Japan: A Comment on ‘Views on Economic Crisis, International Economic Relations, and 









［₃₉］歴史としてのマルクス主義 （マルクス主義のバランスシートⅢ），『思想の科学』通号 1₅₃，1₉₉2⊘ ₆
［40］マルクス経済学：私なりの総括 （マルクス経済学とは何であったか），『経済評論』42 ⑸，1₉₉₃⊘ ₅
［41］欧州単一通貨と“Beef War”，『經濟學雑誌』₉₇ 号（別冊），1₉₉₆
［42］狂牛病紛争 1₉₉₆⊖₉₈ : EU-UK 関係の一齣，『經濟學雑誌』₉₉（ ₃ ⊘ 4 ），1₉₉₈⊘11
［4₃］「狂牛病」紛争の起点：英国－欧州連合関係の視点から，『金沢経済大学論集』₃₃ ⑵，1₉₉₉⊘12
［44］地域統合と家畜疫病：狂牛病・口蹄疫パニックと EU 農業政策，『金沢経済大学論集』₃₅ ⑴，2001⊘ ₇
［4₅］日本の『狂牛病』パニック：報道，行政と業界のあり方，『金沢経済大学論集』₃₅ ⑶，2002⊘ ₃
［4₆］「狂牛病」行政の検証 : BSE 調査検討委員会報告とメディアの論評，『金沢星稜大学論集』₃₆ ⑴，2002⊘ ₇
［4₇］ヨーロッパ社会の BSE 対応，『金沢星稜大学経済研究所年報 』（2₃），200₃⊘ ₃
［4₈］「狂牛病」対応と食肉流通問題：検討委員会の第三者性を問う，『金沢星稜大学論集』₃₇ ⑵，200₃⊘12




［₅2］日本と EU の BSE 検査実績：比較研究，『金沢星稜大学論集』40 ⑶，200₇⊘ ₃
［本稿は，2010 年 11 月 27 日（土）に大阪学院大学でおこなわれた経済学史学会関西部会第 159 回例会での報告「星野中
のマルクス主義研究」を文章化したものである。関西部会例会において御質問をいただいた保住敏彦氏と小林純氏に感謝
を捧げる。］
